
麻生派退会の経緯
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ご挨拶

2022年2月末 5年在籍した志公会(麻生派)を退会しました。
大きな理由としては、一部の幹部のみですべての方針が決まってしまうことに疑問を感じたからです。
2021年の総裁選で私は河野太郎さんを応援しました。同期であり、同じ派閥に所属する者として当然の判断でした。
党員投票では皆さまにも支援を依頼し、栃木県では次点に大差をつけていただきました。
結果的には及ばず、岸田政権が発足しました。選挙の結果には異論ありませんでしたが、同一派閥での候補者がいるにも関
わらず、『自由投票』という結論となったことに大きな失望を感じました。そのほかにも色々疑問を感じる点があり、派閥退会
の決意を固めました。
派閥に残られる方々のこともあり、当時は『一身上の都合』としか語れませんでしたが、上記が退会に致った経緯です。
その後 水面下では嫌がらせに近いこともありましたが、それでも『正しい選択をした』と思っています。

新年明けましておめでとうございます。皆様 2023年の新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
おととし(2021年末)の第49回衆議院議員総選挙から、はやくも1年以上の歳月が過ぎました。選挙前に心ならずも退陣を
余儀なくされた菅 前総理の最側近として総務会長を務めた私への逆風は考えていたよりも大きく、相手候補の地道な活動
もあり、大変厳しい選挙戦となりました。そんな状況の中 各市町村で労をいとわず後押しをしていただき、小選挙区で勝た
せていただくことが出来ました。
政権交代があった2009年の選挙以来の厳しい選挙戦となりましたが、いろいろ反省点がありました。
菅 前総理は黙々とすさまじいスピードで仕事をこなすタイプですが、その姿勢が『説明不足』と指摘されて退陣に追い込ま
れました。私も寡黙な方なので、特に若い世代の方々と距離ができてしまったと思います。
現職の国会議員として、あいさつ回りなどには限界がありますが、私の活動や考え方等をお伝えできるよう積極的に取り組
んでいきたいと思います。

昭和27年6月20日生まれ (70歳)。34歳、県議会議員初当選。44歳、県議３期目任
期中に衆議院選挙に出馬し、初当選。以降、衆議選挙9期連続当選し、現在に至る。

【略歴】自由民主党総務会長、 衆院憲法審査会長、衆院国家基本政策委員長、
　　　衆院議員運営委員長、衆院国会対策委員長、総務大臣、国家公安委員長等を歴任。

【趣味】ゴルフ・映画鑑賞。



討議資料

今年4月には統一地方選挙があり、私も自民党公認候補者を中心に応援に回らせていただきます。
岸田政権が様々な問題により、支持率低下するなか厳しい戦いが想定されます。各候補者の訴えをお聞きいただき、政
策や人柄によりご判断いただければ幸いです。

2021年に国会議員として在職25年を迎え、永年勤続議員表彰を賜りました。四半世紀を超えて支えていただいたす
べての皆さまに深く感謝申しあげます。
私が44歳だった1996年、当時の自民党幹事長であった加藤紘一先生にお声かけいただき、急遽 衆議院選挙に臨むこ
とになりました。まっさらな状態から、投票まで40日間という短期決戦でしたが、皆さまの後押しにより当選を果た
すことができました。以降 紆余曲折を経て現在に至りますが、私の国政活動の中心には国会対策委員会(以後、国対)
がありました。国対でたくさんの偉大な先輩方から義理人情や相手を尊重することの大切さを学びました。そうした
積み重ねにより与野党・省庁を超えて信頼出来る仲間を築けたことが、私の強み、大きな財産となりました。
国対のイロハを教えていただいた大島 理森 議長(当時)より、永年勤続表彰を授与していただいたことは、私にとって
大きな喜びであり、巡り合わせの妙も感じました。
私も昨年には古希(70歳)を迎え、後身に道を譲ることを考えなければいけない年代となりましたが、最後の仕事とし
て数(派閥)の論理や一部の人間の考えにより、次世代を担う若い方々の能力が発揮できないような慣習を改善したい
と思っています。

永年在職議員表彰

統一地方選挙


